
略
歴

平
成
一
七
年

平
成
一
九
年

平
成
一
九
年

昭
和
四
二
年

昭
和
四
五
年

昭
和
四
五
年

昭
和
四
八
年

田
平
紀
男
先
生
略
歴
お
よ
び
主
な
研
究
業
績

昭
和
五
六
年
七
月

昭
和
六
一
年
四
月

平
成
六
年
五
月

平
成
一
五
年
一
○
月

三
月

三
月

四
月

四
月

四
月

三
月

四
月

立
命
館
大
学
法
学
部
卒
業

立
命
館
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
民
事
法
専
攻
修
了

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
助
手

鹿
児
島
大
学
水
産
学
部
講
師

鹿
児
島
大
学
大
学
院
水
産
学
研
究
科
担
当

鹿
児
島
大
学
水
産
学
部
助
教
授

鹿
児
島
県
育
英
財
団
海
外
留
学
生
（
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
、
昭
和
六
一
一
年
三
月
ま
で
）

文
部
省
在
外
研
究
員
（
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
・
パ
リ
第
一
大
学
、
平
成
六
年
九
月
ま
で
）

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
教
授

鹿
児
島
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
担
当

鹿
児
島
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
法
学
専
攻
長
（
平
成
一
九
年
三
月
ま
で
）

鹿
児
島
大
学
定
年
退
職

鹿
児
島
大
学
名
誉
教
授

1３



年
一
二
月

⑫
自
己
金
融
、

⑬
資
本
構
成
、

⑪
共
同
漁
業
権
消
滅
補
償
の
被
補
償
者
ｌ
補
償
金
配
分
に
関
す
る
一
一
つ
の
判
例
ｌ
、
鹿
児
島
大
学
水
産
学
部
紀
要
三
○
巻
、
昭
和
五
六

月

主
な
研
究
業
績

上
柳
克
郎
・
河
本
一
郎
編
「
新
版
企
業
・
経
営
と
法
』
、
有
斐
閣
、
昭
和
五
八
年
九
月

今
井
宏
・
田
辺
康
平
編
集
代
表
「
改
正
会
社
法
の
研
究
』
、
法
律
文
化
社
、
昭
和
五
九
年
六
月

１４

Ｉ
論
文

①
「
社
会
的
性
質
」
と
「
社
会
化
」
ｌ
近
代
的
所
有
権
の
矛
盾
に
関
す
る
一
考
察
ｌ
、
立
命
館
法
学
別
冊
一
四
号
、
昭
和
四
二
年
一
月

②
商
法
上
の
合
併
行
為
と
独
禁
法
に
よ
る
届
出
、
企
業
法
研
究
一
七
○
輯
、
昭
和
四
四
年
七
月

③
「
自
己
金
融
」
の
法
的
考
察
ｌ
西
ド
イ
ツ
新
株
式
法
に
お
け
る
規
制
を
中
心
と
し
て
ｌ
、
立
命
館
法
学
八
五
号
、
昭
和
四
五
年
七
月

④
株
式
会
社
の
自
己
金
融
の
危
険
ｌ
西
ド
イ
ツ
株
式
法
（
一
九
六
五
年
）
の
立
法
過
程
に
お
け
る
Ｈ
・
ラ
ッ
シ
ュ
の
見
解
ｌ
、
鹿
児
島

大
学
法
学
論
集
八
巻
一
号
、
昭
和
四
七
年
一
二
月

⑤
自
己
金
融
、
上
柳
克
郎
・
河
本
一
郎
編
『
企
業
・
経
営
と
法
』
、
有
斐
閣
、
昭
和
四
八
年
九
月

⑥
独
占
禁
止
法
と
消
費
者
、
萩
野
芳
夫
編
『
教
養
法
学
』
、
法
律
文
化
社
、
昭
和
五
一
年
三
月

⑦
漁
業
権
放
棄
に
つ
い
て
、
鹿
児
島
大
学
水
産
学
部
紀
要
一
一
六
巻
、
昭
和
五
二
年
一
一
一
月

⑧
独
占
禁
止
法
と
消
費
者
、
浅
井
幸
男
・
長
尾
久
衛
編
『
新
訂
法
学
新
講
』
、
法
律
文
化
社
、
昭
和
五
三
年
四
月

⑨
特
殊
銀
行
（
植
村
啓
治
郎
ほ
か
四
名
共
著
）
、
高
田
源
清
・
蓮
井
良
憲
編
『
日
本
企
業
立
法
史
」
、
法
律
文
化
社
、
昭
和
五
三
年
九
月

⑩
適
正
養
殖
と
組
合
管
理
漁
業
権
Ｉ
ハ
マ
チ
養
殖
に
関
す
る
法
的
考
察
ｌ
、
鹿
児
島
大
学
水
産
学
部
紀
要
二
九
巻
、
昭
和
五
五
年
一
二



⑮
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
会
社
法
の
調
整
、
鹿
児
島
大
学
水
産
学
部
紀
要
三
六
巻
一
号
、
昭
和
六
一
一
年
一
一
一
月

⑯
共
同
漁
業
権
に
つ
い
て
ｌ
漁
業
制
度
調
査
会
（
一
九
五
八
年
’
一
九
六
一
年
）
の
審
議
を
中
心
と
し
て
ｌ
、
鹿
児
島
大
学
水
産
学
部

紀
要
三
八
巻
一
号
、
平
成
元
年
一
一
一
月

⑰
共
同
漁
業
権
に
つ
い
て
ｌ
昭
和
三
七
年
改
正
漁
業
法
の
立
法
過
程
に
お
け
る
審
議
を
中
心
と
し
て
ｌ
、
農
業
法
研
究
二
七
号
、
平
成

⑲
農
漁
民
の
人
権
、
中
村

⑳
Ｃ
Ｏ
日
日
８
句
吾
関
『

令
ロ
ロ
の
、
①
ヨ
ゥ
①
局
．
］
①
①
①

⑱
○
○
日
日
○
口
国
豊
①
ご
西
、
宮
四
目
○
○
四
の
邑
国
の
ロ
ｇ
の
の
三
目
岳
①
日
の
昌
冒
］
四
宮
ロ
冒
冒
○
８
①
＆
后
の
○
【
困
○
の
伊
浸
》
蚕
己
の
厨
．

●
（
（

の
①
ｇ
一
○
口
三
の
①
画
ロ
ｍ
の
．
の
ロ
ロ
ロ
」
の
日
①
員
口
］
四
℃
四
口
○
○
日
［
昌
詳
①
の
（
○
門
ｇ
①
、
○
の
Ｆ
④
ロ
ン
ロ
”
口
黒
毛
④
、

⑲
農
漁
民
の
人
権
、
中
村
義
孝
ほ
か
編
『
憲
法
と
人
権
』
、
晃
洋
書
房
、
平
成
八
年
九
月

⑳
○
○
目
ロ
○
口
司
吾
①
ｑ
困
侭
言
四
呂
○
ｏ
四
の
三
句
吾
呂
の
の
三
四
ｇ
ｍ
の
日
①
昌
冒
］
四
宮
Ｐ
三
①
日
．
蚕
ｎ
．
珂
雲
．
蚕
”
○
の
冨
日
四
口
日
ぐ
．
く
○
一
．

⑳
共
同
漁
業
権
と
沿
岸
漁
業
管
理
、
立
命
館
法
学
一
一
五
○
号
、
平
成
九
年
三
月

⑳
農
漁
民
の
人
権
と
漁
業
権
、
地
域
漁
業
研
究
三
八
巻
一
一
号
、
平
成
一
○
年
一
月

⑳
明
治
四
三
年
漁
業
法
に
お
け
る
漁
業
権
制
度
へ
漁
業
経
済
研
究
四
七
巻
一
号
、
平
成
一
四
年
六
月

⑳
共
同
漁
業
権
の
入
会
権
的
性
質
、
法
の
科
学
三
一
一
一
号
、
平
成
一
五
年
八
月

⑳
漁
業
入
会
団
体
を
規
制
す
る
立
法
、
立
命
館
法
学
二
九
一
一
号
、
平
成
一
六
年
三
月

⑳
日
本
漁
業
法
小
史
ｌ
漁
業
法
準
備
期
を
中
心
と
し
て
Ｉ
、
鹿
児
島
大
学
法
学
論
集
三
九
巻
一
一
号
、
平
成
一
七
年
三
月

⑳
株
式
会
社
の
自
己
金
融
と
会
社
法
、
鹿
児
島
大
学
法
学
論
集
四
一
巻
一
一
号
、
平
成
一
九
年
三
月

年
一
二
月

四
年
四
月

1５

⑭
専
用
漁
業
権
と
共
同
漁
業
権
ｌ
漁
業
行
使
権
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
ｌ
、
鹿
児
島
大
学
水
産
学
部
紀
要
三
四
巻
一
号
、
昭
和
六
○



③
共
同
漁
業
権
に
つ
い
て
ｌ
昭
和
三
七
年
改
正
漁
業
法
の
立
法
過
程
に
お
け
る
審
議
を
中
心
と
し
て
ｌ
、
日
本
農
業
法
学
会
（
於
早
稲

Ⅱ
学
会
報
告

①
現
代
資
本
主
義
と
経
済
法
ｌ
討
論
の
ま
と
め
ｌ
、
法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
六
五
号
、
昭
和
四
四
年
一
二
月

②
「
独
占
の
民
主
的
規
制
」
を
め
ぐ
っ
て
（
飯
田
泰
雄
ほ
か
一
名
共
著
）
、
法
の
科
学
三
号
、
昭
和
五
○
年
六
月

③
過
密
養
殖
防
止
の
た
め
の
漁
場
利
用
規
制
ｌ
ハ
マ
チ
養
殖
に
関
す
る
法
的
考
察
ｌ
、
鹿
児
島
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
・
鹿
児
島
県

信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
・
鹿
児
島
大
学
水
産
問
題
研
究
会
『
鹿
児
島
湾
に
お
け
る
赤
潮
の
研
究
』
、
昭
和
五
一
一
一
年
三
月

④
裏
書
の
取
消
と
被
裏
書
人
に
よ
る
隠
れ
た
取
立
委
任
裏
書
、
受
取
人
欄
の
変
造
前
の
署
名
者
の
責
任
、
蓮
井
良
憲
・
田
辺
康
平
編
『
判

例
演
習
手
形
法
・
小
切
手
法
』
、
九
州
大
学
出
版
会
、
昭
和
五
六
年
三
月

⑤
適
正
養
殖
と
組
合
管
理
漁
業
権
ｌ
ハ
マ
チ
養
殖
に
関
す
る
法
的
考
察
ｌ
、
水
産
技
術
と
経
営
一
一
八
巻
二
号
、
昭
和
五
七
年
一
一
月

⑥
埋
立
と
漁
業
権
ｌ
山
口
県
佐
波
川
尻
干
拓
に
お
け
る
実
態
ｌ
、
南
西
海
区
水
産
研
究
所
・
水
産
大
学
校
「
浅
海
域
の
海
岸
・
海
底
形

④
共
同
漁
業
権
に
つ
い
て
、
第
三
八
回
漁
業
経
済
学
会
（
於
三
重
大
学
）
、
平
成
三
年
六
月

⑤
ｏ
ｏ
ｍ
憲
一
司
雲
ｇ
の
の
三
自
信
①
日
①
貝
ｇ
Ｑ
ｏ
ｏ
日
日
○
口
固
の
言
ご
観
晋
ご
ロ
］
国
富
Ｐ
国
際
法
社
会
学
会
第
三
一
回
国
際
・
法
社
会

学
学
術
大
会
（
困
○
淫
誤
）
（
於
東
京
大
学
）
、
平
成
七
年
八
月

Ⅲ
そ
の
他

①
自
己
金
融
の
法
的
考
察
、
第
四
六
回
九
州
法
学
会
（
於
琉
球
大
学
）
、
昭
和
四
七
年
一
二
月

②
共
同
漁
業
権
消
滅
補
償
の
被
補
償
者
ｌ
補
償
金
配
分
に
関
す
る
二
つ
の
判
例
ｌ
、
西
日
本
漁
業
経
済
学
会
（
於
大
分
市
）
、
昭
和

田
大
学
）
、
平
成
三
年
五
月

五
六
年
一
一
月

1６



⑨
句
吾
①
号
の
勺
○
一
一
昌
○
吊
勺
ｇ
ｇ
ｚ
の
弓
の
日
ロ
①
四
（
ぎ
の
宮
異
一
三
胃
の
呂
四
里
四
一
・
）
．
蚕
ｍ
○
の
言
目
ご
巳
く
．
宛
①
ｏ
ｎ
①
貝
閏
の
○
口
吾
蚕
Ｐ

○
ｏ
ｎ
四
巴
○
口
四
一
勺
四
℃
の
耐
画
Ｐ
○
９
○
ヶ
①
局
・
］
①
や
つ

⑩
（
書
評
）
山
本
忠
・
真
道
重
明
編
著
『
世
界
の
漁
業
管
理
』
上
巻
、
下
巻
、
地
域
漁
業
研
究
三
七
巻
一
一
号
、
平
成
八
年
一
○
月

⑪
（
書
評
）
浜
本
幸
生
『
共
同
漁
業
権
論
ｌ
平
成
元
年
七
月
十
三
日
最
高
裁
判
決
批
判
ｌ
』
、
漁
業
経
済
研
究
四
七
巻
一
一
号
、
平
成

⑪
（
書
評
）

一
四
年
一

⑫
漁
業
経
済
学
会
に
お
け
る
漁
業
法
研
究
、
鹿
児
島
大
学
法
学
論
集
四
○
巻
一
一
号
、
平
成
一
八
年
三
月

画
ｐ
○
ｇ
○
ヶ
①
〆
］
、
や
つ

○
月

1７

状
変
化
に
伴
う
影
響
調
査
昭
和
五
五
年
度
報
告
書
』
、
昭
和
五
七
年
三
月

⑦
組
合
管
理
漁
業
権
消
滅
補
償
の
被
補
償
者
ｌ
山
口
県
佐
波
川
尻
干
拓
に
お
け
る
実
態
ｌ
、
南
西
海
区
水
産
研
究
所
・
水
産
大
学
校

『
浅
海
域
の
海
岸
・
海
底
形
状
変
化
に
伴
う
影
響
調
査
昭
和
五
六
年
度
報
告
書
』
、
昭
和
五
八
年
三
月

⑧
弓
国
ｇ
ｇ
ｇ
」
国
の
富
岳
幻
侭
冒
の
白
も
ｇ
ｇ
ｚ
①
急
○
日
ロ
①
Ｐ
蚕
ｍ
○
の
冨
日
四
口
巳
く
．
宛
の
。
．
○
①
三
国
の
○
口
９
勺
胃
．
．
○
８
塁
○
目
毛
呂
閏
の


